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算数Ａ８ 割合

出題の趣旨

百分率を求めることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年〕 Ｄ 数量関係

(3) 百分率について理解できるようにする。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

８ １ １ と解答しているもの 8.8

２ ２ と解答しているもの 27.6

３ ３ と解答しているもの 53.1 ◎

４ ４ と解答しているもの 5.7

99 上記以外の解答 0.2

０ 無解答 4.5

２．分析結果と課題

○ 解答類型２の反応率が27.6％である。基準量と比較量を正しく捉えることができず「200

÷80＝2.5」と計算し，「2.5％」と捉えていると考えられる。

○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「百分率の意味についての理解」を課題とし

て指摘している。さらに，「平成29年度【小学校】報告書」算数Ｂ５における「割合の学習

指導に当たって」において，平成19年度から平成29年度の調査結果から，割合の学習指導に

関して，「百分率の意味についての理解」を改善・充実を要する事項として報告している。

本設問では，これらに基づき，「百分率を求めることができるかどうかをみる」という趣旨

で出題し，正答率は53.1％であった。
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○ 本設問の結果を，同様の趣旨で出題した平成21年度【小学校】算数Ａ７の結果と比較する

と下のようになる。正答率は4.0ポイント低くなっている。典型的な誤答を見ると，求めた

割合を百分率を用いて表すことができていないと考えられる児童の割合は，平成21年度調査

では11.2％，本設問では8.8％で，反応率は低くなっており，基準量と比較量を正しく捉え

ることができていないと考えられる児童の割合は，平成21年度調査では22.6％，本設問では

27.6％であり，反応率は高くなっている。

問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率

200人のうち80人が女子の
求めた割合を百分率を用いて表

11.2％

Ｈ21Ａ７ とき，女子の人数の割合は 57.1％
すことができていない：１

全体の何％か選ぶ
基準量と比較量を正しく捉える

22.6％
ことができていない：２

200人のうち80人が小学生
求めた割合を百分率を用いて表

8.8％

Ｈ30Ａ８ のとき，小学生の人数は全 53.1％
すことができていない：１

体の人数の何％かを選ぶ
基準量と比較量を正しく捉える

27.6％
ことができていない：２
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３．学習指導に当たって

百分率の意味を理解し，確実に求めることができるようにする

○ 百分率を求めるためには，問題場面から基準量と比較量を正しく捉え，（比較量)÷(基準量）

で割合を求めることができるようにすること，及び基準量を100として，それに対する割合

で表す方法が百分率であることを理解できるようにすることが大切である。

指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，下のように，方眼上で，集まった人数と小

学生の人数の関係を図や数直線などに表す活動が考えられる。その際，集まった人数の200人

のうち，小学生の人数が80人ということは，小学生の人数は集まった人数の半分（100人）

より少ないことから，割合は50％より小さくなるという見通しをもつことができるようにす

ることが大切である。さらに，集まった人数の200人のうち，小学生の人数が80人というこ

とは，集まった人数を100とみると，小学生の人数は40とみることができることを確認する

ことも大切である。その後，割合は50％より小さくなるという見通しが正しかったのかどう

かを振り返ることが大切である。

また，計算で百分率を求める際には，小学生の人数の80人が比較量で，集まった人数の200人

が基準量であると捉えて80÷200と立式し，割合を求め，その割合を百分率を用いて表す活

動が考えられる。

200人

80人

□％

100％

80人

200人

200人
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小学校 算数Ｂ ５ 事象の数学的な解釈と判断の根拠の説明（買い物）

出題の趣旨

割合が使われている場面を理解し，次のことができるかどうかをみる。

・ ２つの数量の関係を判断し，正しい図を選択すること。

・ 割合の考えを基に，数の大小を判断し，その判断の理由を数学的に表現すること。

分析概要

○ 設問(1)の正答率は，69.2％である。基準量と比較量の関係を表している図を判断するこ

とに課題がある。

○ 設問(2)の正答率は，17.4％である。割合が一定の場面で，比較量が も大きくなるとき

の基準量を判断し，その理由を言葉や式を用いて記述することに課題がある。
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Ｂ５設問(1)

趣旨

基準量と比較量の関係を表している図を判断できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年〕 Ｄ 数量関係

(2) 百分率の意味について理解し，それを用いることができるようにする。

解答類型と反応率

反応率
問題番号 解 答 類 型 正答

（％）

５ (1) １ １ と解答しているもの 2.0

２ ２ と解答しているもの 16.6

３ ３ と解答しているもの 69.2 ◎

４ ４ と解答しているもの 8.9

５ ５ と解答しているもの 0.8

９ 上記以外の解答 0.6

０ 無解答 1.8

分析結果と課題

○ 定価1000円の図に対して，定価の30％引き後の値段を表している図を選ぶ問題である。こ

こでは，100を４等分したときの１つ分が25であることに着目し，図が示す大きさを判断す

ることが求められる。正答率は，69.2％である。基準量と比較量の関係を表している図を判

断することに課題がある。

○ 誤答について

・ 「２」を選択した解答類型２の反応率は，16.6％である。定価の30％を示した図を選ん

だものであり，30％に着目できたが，問題で問われていることをとらえられずに，定価の

30％引き後の値段ではなく，値引きされる金額に着目して判断したと考えられる。「定価

の30％」と｢定価の30％引き｣という表現の違いが理解できていない児童もいると考えられ

る。

・ 「４」を選択した解答類型４の反応率は，8.9％である。定価の97％を示した図を選ん

だものであり，100を４等分したときの１つ分が25であることに着目できていないと考え

られる。
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○ 本設問Ｂ５(1)とＡ９(1)のクロス集計から，次のことが示される。

・ Ａ９(1)で正答，Ｂ５(1)で選択肢２を選んだ誤答（解答類型２）の児童の割合は，全体

の7.8％である。割合を求めることはできるが，「定価の30％」と｢定価の30％引き｣の表現

の違いが理解できないと考えられる。

・ Ａ９(1)で誤答または無解答，Ｂ５(1)で正答である児童の割合は，全体の24.8％である。

これは，Ａ９(1)で誤答または無解答である児童の58.7％に当たる。割合を求めることは

できないが，「定価の30％」と｢定価の30％引き｣の表現の違いは理解できると考えられる。

Ｂ５(1)とＡ９(1)のクロス集計表

Ｂ５(1)

正答 誤答 無解答

類型３ 類型２
類型

類型０
合計

１，４，５，９

正答 44.5 7.8 5.2 0.3 57.8

Ａ９(1)
誤答 19.3 6.8 5.4 0.4 31.9

無解答 5.5 1.9 1.3 1.1 9.9

合計 69.2 16.6 12.0 1.8 100.0

学習指導に当たって

○ 割合を考える場面で用いられる言葉の意味を理解し，テープ図などと対応させて数量の関

係をとらえることができるようにすることが大切である。

例えば，本問題を用いて，図の の部分と の部分が何を表しているのかを考え

る場を設定し， の部分が値引き後の値段（定価の30％引き後の値段）を表し，

の部分が値引きされる金額（定価の30％の金額）を表していることを理解できるようにする

ことが考えられる。また，図の意味を話し合う活動やノートに書き表す活動を取り入れ，的

確な言葉を用いることができているかを確認することも考えられる。
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